
八丈島方言の音韻分析
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八丈島 は 東京 の南 方 300km の海上 に横たわ る伊豆七 島南部 の

離 れ 島 であ る ぬ の面積69. 15 km 2 (西約4km にあ る 小島 を含
めると72. 4km 2). 人口1234 4 人 (1955調査) 農業 が 主であ

り ， 部落に よ

り 漁業 もあ る

科度行 な わ れ

て い る . 古来，
流入 のj誌とし

て 名高 く ， 北

の御蔵lるとの

聞に は黒潮 の

本 流 が 流 れ て

い る の で ， 御

蔵 島以北 の 伊

豆七ぬとは ，

風俗， 習慣 な

ど に か な り の

相違 を見せ る . 現在5仁l毎に 定期船 が 就航 ， 週に 4 固定期航空路

八
丈
島

馬 良瀬 雄

が 開 かれ， 近時観光ブーム の波に 乗 り ， 観光地とし て新 しい脱皮

を遂げつつあ る .

本 報告 は 1958 年 夏， 東京都 の伊豆七島文化財総合調査団 の言

語班員とし て渡 島 ， 句臼 に 亘 る調査 を行な っ た結果 を纏め た も の

であ る 言語班 は平山輝男先生を長に大 島一郎氏 ・ 加藤信昭氏及

び乍者 よ り 構成さ れ， 平山先生・大島氏が大賀郷・ 末吉及び青ケ

島 各方言 を ， 加藤氏との医者が三原 ・樗立 ・ 中之郷及び小ぬ の宇津

木各方言を担 当 ， 音 韻・ 語法 ・ 語主主 の3部門に亘 り 調査した 以
下の報告 で は ， 中之郷方言の音韻 を 中心に ， 付説に お い て三 根 ・

樫立・宇津木 各 方言 の そ れに も 触れつつ分析記述す る ①
① ことで述べ るのは狭 義の音 韻であ り ， 音 調 につい ては 触れ

ない . 音 調 につい ては平11.1 輝 男 先生に よ り す で に 2 0 年前に一

塁l 音 調であ る ととが確認 されて い る (1コトパ」第3巻第 4 号

所収 「言語烏八丈島と黒潮J) .

I 音 韻 体 系

中之郷方言の音素 は次の;ill り であ る .

母音音素 I u， 0， a， e， i / 
σ3 
可・



半母音音素 / j， w I 
子音音素 j'， h， g， k， z， c， s，  r， d1 t， n ， nl， b， pj 
モーラ音ぷ /N， Q/ 

中之郷方言のモーラ体系を次にポす. ()内のモーラは老年M

には存しなし、
'U '。 ' a  'e 'i 

hu ho ha he hi 

g u 
ku 
Zl1 

Cl1 

su 

rl1 

n l1 

go ga ge gl 

ko ka ke ki 
ZO za ze ZI 

CO ca C1 

SO s a se SI 

ro ra re n 

do da de (di) 
to ta te (ti ) 

no na ne nt 

π111 π10 口1a π1e π11

bl1 bo ba be bi 

pu po pa pe p1 
u 。 a e 

N 

'ju ' jo 'ja 

hju hio hja 

gJu g10 gJa 

kju 

ZJu 

CJl1 

sJu 
rJu 

n Ju 

bjl1 

PJu 

kjo kja 

ZJo zJa 

CJo cJa 

SJo sJa 

rJo rJa 

(d ja) 

一 (t ja )

nJo nJa 

mJo mJa 

bjo bja 

PJo pJa 

Q 

'wa 'we ('wja) 

以上のモーラ体系を東京話のそれ①とすると ，次の点で51[なる.

1. /'we /を有する 2 /9/を含むモーラを欠く.

3. / co/， /ca/を有する.

4. Ù'壮年層では/di/， /ti/; /，wja/， /d ja/， / tja/ を有する倒
寸・人が多い. 可

① 服部凶郎博士「首韻論と正書法J tc示 さ れたものに よ る

【HJ党】 他の;u司査地点限立・三根・宇j杉本各方言の斉奈は ， '1'之

郷}j言のそれに同じ 以上各方言のモーラ 体系はここには省略

し， J.trJ]-r;{TIのそれと比'1交し異なる点のみをあげる

1 樫立方言 中之郷 方 言 の七記1， 2， 3 の諸特徴の他 ，

lヘ"，ja/; /gwa/， /kwa/; /d u/ (fd u/ は一部個 人 ) を有する

2 三板方言 rl'之3f�1方言の上沼1，2， 3の諸特徴の他，/
，
je/ 

CJ:".として中 ・ 老年周) ; /，wo/ (老年!函のみわたりを有する

3. éf:津本Jj言 中之郷}J言の上記1，2， 3 の諸特徴の他，

.::l::として小・ 老年Xtiでは/'je/を有し， 一部老年版では/s/， /sj/ 

を含むモーラが/cjJを合むモーラに統合し，/r/を含むモーラを

欠く傾向にある.

子音音京・を/C/， 半母音音素を/S/， 母音音点を/v/ とすれ

ば， モーラの型は東京25と同じく次の5種を数える(付1 ). 

/CV/， /CSV/， /V/， JN/， ね/
(付1 )ただし， 中 之 郷 育・壮年 方言 ， 樫立方言で は以上の他

/CSSV/ ( SSは/wj/なる音素連続) とい う 型 をも 有す る. と

う した�Jは時 に諸方言 に認められ る .

11 母 音 音 素

i) /u/ )1，円'êの[LUJであるが ， 東京語に比べるとやや中舌

(1なであり， かっ閉じているが， 口説との問に1ft擦を起こす程では



<IJ之�方言 で は ， 東京語 と同線同一母 音 音素 の 連 続， す な わち
/uu/， /00/， /aa/， /ee / ①， /ii/ と L、う型 の 他， 東 京 JEに は な し・ /oa/，

/e a/ の よう な 異 な る 母音 音� の 連続も見 ら れ る
① /ee/の音紫 連続は背 ・ 壮年局方言ではこれを 欠き， 中・ 老

年脳の /ee/は!ii/ に統合され てい る .

次 に注Iま すべき点を あ げ る
i) /∞/ [0: ]  東京 語 の /∞/ [0:] に比べ か な り狭く， 基本 母

音 の [0]とほぼ同じ程度か， 時 に は そ れ よ りも やや狭い と さ え

観察 さ れ る ①・

[ço:rad çki] /hjooradoki/ (正午頃)
[ko:cl3i] /k ∞zi/ ( 蜜柑類) [k and3 0:] /kaNzj∞/ ( 便 所)

[tçto :sama] /tot ∞sa ma /  (r父」の敬称)

但し， こ うした狭 い 発音は若い 年代層 ほ ど激し く，60才以上

の老 人ではあ まり目 立たなくなる . なお， 母音の長短 によ っ て

同一 音索 に帰納される 母音に著しい 広狭のあ る ことは ， 諸外国

語 にしばしば 観察される 所だ が (伊lえばドイ ツ語 "Lot " [lo: t] 

〈鉛鐙>， "LoHe" [ 1古t a]<女名〉のよう に)， 日本語の方言 では 中
之郷 方言のような か かる 顕著な例は珍しい また音韻論的に[ ç]

を/0/， [ 0:] を /00/と解釈したのは， この方言では [ ç]と音

韻的に対立 す る [ 0]， [ 0:]と音韻 的に対立 す る [ ç:]を 持たず，

したが っ て[ ç]と[ 0:]とは短 母音 ・長母音のわ くの中 で互 に

相備的関係 にあ る か ら であ る .

【イJ説】 中之郷方言 の /00/ に当た る と こ ろ に ， 各調査地点で は

次 の 発音が 聞 かれ る. 樫立方言 [0: ] (但し 中之郷方言のそれ 樫l式

① 

な い . した が って 他 の 伊豆七 島方言，特 に伊豆 大 島方言の /u/① の

よ う に ， 円l震性の あ る発音 と はやや越 を 異 にす る

[mwro:r山] /mur∞ru/ (貰う )

[tswdzwmli'm 日/cuzumeme / (雀)
① 厳密 に言えばí/u/ tc該 当 す る 具体 音 声」とい うべ き 所であ

る が， 簡略的に このような表 現 を 用い る 以下 も同じ .

ii) /0/ [ç]. 基本 母音 の [0] に 比べ 多 少 広 く， 東京語の 州

に 近 い. 但し /oV/ な る音素連続の /0/ の 場合 を 除く
[ çs ç] /'oso / (嘘) [J1çkç] /n joko/ (長 女)
cf . [wo:tJ a] /' ∞cja/ (祖 母 ) [to官ra] /toara/ (俵)

iii) /e / [li'] 基本 母音 の [E] よ りやや狭く ， 東京語の /e / に

ほぼ同 じ. 但 し たV/ な る音素連続 の 場合 を 除く
[h li'Xli'] /h e ge/ (髭) [J1i:手mmli']/niiseNme/ (とん び)

[kli'kkli'nd30:] /ke QkeNzjoo/ (片足跳び)

cf . [çe :rw] /heerul (吠え る )

iv) /i/ [i]. 但 し 東京語の lUよ りも air-passage がやや広く ，
英語の bit[brt]， s it[srt] の [I] 程度の 個人 が か な り 多い ①・ そ し

て こ の 傾向は /z i/ ， /s i/ ， /ci/ の /i/ に目立つ. /i/ に前接す る子

音 に は口議化が見ら れ る一一東京 語ほど で は な い が ーー が， 慣行

に 従ぃ [ki， gi ] の よ う に表記す る .
① 帰京後七烏学生寮 で島出 身者の人 工口蓋図を 観察す る 機会

を 得たが， 若い 年代 層で もや はり同機な結果を 得た
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狭 〈 ない)， 三根方言 [<;?Cil](付1)， 宇津木方言 [OCil](付2) ([0]は

米諸 “ b oy" [bo i] く少年〉など に み られ る [0] にかなり近 い) . 

す な わち概略的にい って N. K [o:]/ M [<;?Cil]/U [OCil]の対立を示

す ( 但し N， K， M， Uはそ れぞれ 中 之 郷， 樫立， 三根， 字津木
各 方言を表わ す ) 今数例 を あ げれば 次 の 通 り で あ る.

| 中之郷 /00/ I 樫立/∞/ I三根/叫|宇津木/叫
上 手 d3 0:dz山 d3o:dzw d3QCildz w d30白dZw

六 郎 d早kUlro: d<;?k山 r o: d<;?k w r<;?Cil d<;?kUljOCil 

王国邑 う tf i Yo : tfiYo: tfiY<;?白 t fiYoぬ

拾(付3う) Çl ro: Çlro: Çlr<;?Cilr w ÇlJ O何回、

上 の語例 か ら判 る よ う に N. K [0 :] M 白血] U [OCil] の発音は

東京語の /00/， 動詞活用に現わ れ る /a' u/， /o' u/ の 具体音声 と対

応 している. な お， 八丈 島 方言に はいわゆる 開合の 区別 は存し な

し、(付4)
(付1) 青年層では〔伊] に代り， 白:] が優勢となる

(付2) 中 ・壮年層以下では [0心lに代り， [<;?Cil] が俊勢とな
る .

(付3) 三根， 宇津木両 方言の 白ir <;?Cilr w]， [ÇijOCiljUl ] は，厳

密にいうと東京 語の「拾う」とは対応しない. 後者は い わ ゆ る

ワ行五段活 用であ るのに対し，前者はラ行五段活 用 に 当 た る か
らであ る. こうしたワ行五段活 用のラ行化の現象は東北方言に
も 広 〈 認められ ると こ ろであ る .

(付 4) 筆者は 当 初j字津木方言の[0白〕につ い てdiachronicに
《。

次の ように考えた. すなわ ちこの万言ではいわ ゆ る 関音の oと 司

合 音の 口 とは一旦合音の o一一恐らく三根 方言 [<;?Cil] と同じ

ようなこ霊母音一一ーに統合され たものが， この方言の *[fi: iJ>

[ai]の変化と共に 本 [Q由]>[0ω] の変化を 起こしたのであろう

と (í日本方言学」音韻の部の金回一春彦氏の説も これとほぼ同

じ). しかし， 国語研究 所 「八丈島の言語 調査」に よれ ば，東京語

の / 0 0/ に 当 た る 所に 青ケ島方言では [:lU] が聞かれ (2 01べ)，

また八丈島大賀 郷金土川の 老婆には[tfu:g a'k o u] ( 中 学校)な
る 発音 が聞かれ る (195ぺ)とあ る と れ らの点を考慮す ると，八

丈島方言 ( 育ケ島方言も含め)全体 に亘り， いわ ゆ る 関 音と合

音とは一日開音 ([0白]-[コ白] または これ に近い二重母音) に

統合さ れ . 八丈島木島方言では まず [OCil]- [抑]>[QCil] なる

音 韻変化を遂げ， さらに樫立 ・ 中 之郷両方言では [日白]>[0:]
なる 音 韻変化を遂げて現 在 に至 っ た すなわ ち， 字津木 方言の

[OCil] は開音と合 音とが関音に統合した 当時の古 い 相をとどめ

てい るのではなかろうか こう考え る ガ が，育ケ島方言の[:lU]， 

大賀郷金土川方言の[ou]も説明さ れ ， より隠 当な解釈ではな
いかと思う

ii) /ee/  [e: ]. 東京 認 の 巴: ] /ee/ に比 べ か な り狭く， 基本 母

音の [ e Jとほぼ同じ程度か， 時 に はそ れ よりもやや狭いと さ え観
察 さ れ る ① な お/Cee/ の /C! に該当 す る 所 に は口蓋化 が観察 さ

れ る.

[çe :r山mfi:] /heerume/ (蛾)
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[ k，e:n l;1jWrtllJ /keeno'  ju r u/ (今夜)
[ g�m�e:m!iJ /geNbeeme/ ( かまきり ー虫の名 ー)

cf. [ h!i:Ys:] /he ge/ (髭)

但 し ， 青・ 壮年層では一般 に中 ・ 老年層の /ee/ は /ii/ に統合
してい る ②.

[ çi : r w m 日/hi 江u m e/ (蛾)
[ ki :nl;1jw r山J /kiino' juru/ (今夜)

従 って ， /di/， /tij の よう な 東京語 に は 存し な いモーラ も見 ら れ る

に至 る .

/di/ [kadi :J /kadii/ ( 門へ)
/ti / [ çi: ti:J /hiitii/ ( 久しく )

① /00/の 場合と同じ く ， こう し た 狭 い 発音は 60才以上の 老年

にはあ まり 目立た な く なり，新 し い変化と言え る .[ 可と[ e:J
との音鼠論的解釈の 条件は /00/の項の 場合と同様 ， また [ 日

と [ e:Jとの 母音の 広狭は， 例えばドイ ツ誇の "Her r" [ hERJ 
( 主人) と "h er"[ hemJ ( こ ちらへ) の 場合に似 て い る

② 中之郷 青・壮年層の /ee/> !ii !の 現象は， 恐 ら く 伊豆七島

新島方言や三宅 島坪団方言の /e/> /i /の音 韻変化と同じーっの

流 れと 思 わ れ る また， /00/ に該当 す るい:Jも /00/ > /u u /へ

の音韻変化の 兆と見られ ぬ こと も な く ， との ように み るとこれ

らの 現象は ， 琉球方言の /e/ > /i /， /0/ > /u / の音 韻変化と一脈
の 類似 を 持つとさえ言 い得 る

芝 【付説】 中之郷方言 の /ee/ に当 た る とこ ろ には， 各 調査地点次

の よう な 発音が聞かれ る .

樫立方言 [ieJ(付1) (前援 す る子音には 口蓋化 )， 三根方言[�ij

(付2)， 宇津木 方言 [aiJ (付3)・ 従 って， 各部落方言 の 対立は概略
的 に言 ってN[ e:J/K [ i eJ/ M 日iJ爪J [aiJ で 示す こ とがで き る .

次 に例 を 示す

|中之郷 /ee/ I 筏立 /ie / I 三 根 作i/ I 宇津木片i /

1.先 生 も�Nlj，e: も�Nfie も!i:Nlj，�i tHntfai 

2思 い出ー す 。II!，e:das山 omieda s山 早m�idasw l;1ma idatfw 

3凍え る kl;1�e: r w  koYierw koY�irw k l;1Yal jw 

4. 手 拭 tç:n qe: t�nnie t�nç:Y�l tlinnai 

5. i>>lえ る kate : r山 katfie r w katlii r w  katai jw 

上 の 1， 2， 3， 4 ，  5の該当部はそれぞれ東京 語の/ee/， /oi /， 

/o'e/， /ui/， /u'e/ の 具体 音 声と対応してい る .

(付1) 人 に より [e:J が聞かれ る しかし中之 郷 方言の よう

なド:J>[i:J の傾向は 青年層にも 見られ ない.

(付2 ) 青年層では 巨:Jが 普通 区iJの 二重母音は 伊豆七島

では利島方言に観察さ れ る 例 [ kliisat'wJ (警察j

(付3) との発音は一部老年周 に限られ る 中年Il'í以下では三

根方言と同じく[ liiJ が 普通

iii ) /oa/ [oll]. 基本母音の付近[oJ付近から中舌母音[eJ 11 

近に移 って行く二重母 音 .人 に よ っては 中舌母音〔官] よ り も奥舌 ト
可‘

母 音 [oJが11I'Jか れ る こ ともあ る .



[hOB J /hoa/ (母) [hOBkiJ /hoaki/ (緋) ( 煽短)の [OBJは東京 語の[awa ] には対応してい な い が ， 古
00 

[kOBb山 rim5] /koaburime/ (偏照) 典語の *[fawaJ， *[fawakiJ， *[kawaforiJの[awaJに対応す 司

日jOBbjoBmli] /kjoabjoame/ (とかげ 虫の名 ー)

【イ付J説】 各調F汽t地J
うな発音が問かれ る

樫立方言 [O BJ， 三原方言 [Q: J， 宇津本方言 [Q:]. 従 って概略
的 に言 って N. K [oBJ/ M . U [Q:Jの対立を見せる 今， 数例を

示 す.

俵
乾 く

移( を wtO : 

る . またとの [oaJ， [o: J は上例の 他 ， あ る 種の活 用語の活 用

:m尾， あ る 務の 終ll)J詞にも観察される . 中之 郷 方言 を 伊Jtcと る

[ de a t fi.ka roBmli:naraM J (美しかっ た娘)

[na�idoBjQbbn (静かな 夜)

[ φ山 dli:wadQkQ dQBJ (筆 は ど こか)

[jQ kUlQ d3ar山 kanO BJ (よろしゅうござい ますか)

iv) /ea/ [e aJ 基本 母音の [eJ付近か ら ， 東京語 の /a / よ り
ず っ と 前寄 り の 基本 母音の [aJ付近へ 移動 するこ重母音ーである

前接する 子音には口蓋化が認め ら れる .

[k.，eanaJ Ikeana/ (肩) (cf. [ kli:a naJ /ke'ana/ (毛穴))

[kli:c!. eajamiJ /kedea'jami/ (怠惰な 人 )

[ho: q，eaJ /hoobea/ (朋輩)

上 の例 か ら判;る よ う に， こ れ ら の 諸例 のroaJ ， 白:Jは東京語 似 し ， 百 ・ 壮年 胞 では中・ 老年 間のJea / に当 た る 所 に一 般 に

の /a' wa/及び /a 'o/(付1 ) の 具 体音声に対応して い る(付2 ) ・ 半母音[jJ をも って始ま る [ja:Jが聞かれる .

( 付1) 但 し東京 語 /a'o/: N. K /oa/: M. U /0 0/ の 対応は [kja:niaJ /kjaana/ (肩) [ ho:bja:J /hoobjaa/ (朋輩)

東京 語の í /aJに 終 わ る 自立 語 + 助詞「 をJ /，0 /  J の 場合に限る そ の結果， 育 ・ 壮年層では 東京語 にな い /'wja/， /dja/， /t ja /の

ようだ. 中 之 郷 方言に例をと る と ， í竿Jí倒 す J í青い」の調 モーラ を持つ に 至 る .

査 語集に対しては[sa W♀J， [ tawQ s wJ ， [awQ kjaJの形しか観察 /' wja/ [kawja:SikjaJ /ka' wjaasikja/ (かわ いらしい )

されなかった. ただ「青ケ島」は[wo:Yafi maJであ る が ， 三根 /dja/ [kli:dja:jamiJ /kedjaa'jami/ ( 怠惰な 人 )

方言の 〔叩gafi ma Jの発音 を考え ると ， 中 之 郷 方言の この形も /t ja/ [山tja:J j'ut jaa / (歌え )

「鬼ケ島」に由来 す る ものかも 知れ な い . 【付説】 中之郷 方言 の /e a / に当 た る 所 に， 各調査地 点次 の よう

(付 2) 先の諸例中 [hO BJ (母)， [hO BkiJ (糟)， [kO Bbu凶 mli:] な発音が聞かれ る.



樫立 方言 [ja:J(付1)， 三原方言 匹:J (付2 ) ， 宇津木 方言 [1i::J 述 し た が， 他の 調査地点 方言で特に東京語と異な る 母音音素の 連

従 って各方言の対立は N [eaJ/K [ja: J !M. U巨:J に よ って図式化 統 の 型を 示せば， 次の通 り であ る .
さ れ る 柊立 方言 /oa/， /ie/， 三 根 方言 !ei/， /O U/， 宇津木 方言 /ei/， /au/ 

な お， 三i恨方言・ 宇津木 方言 で は iei/と音韻論的 に 対立す る たe/

を有し ， ま た三根方言では /ou/と音韻論的 に 対立す る /00/， 宇

津木 方言では /au/と音韻論的 に 対立す る /∞/ を 有 して い る .

何れの 方言で も 母 音音・索 の 連続 の 型は東京語のそ れ よ り も多種 に

亘 って い る

| 中之郷/ea / I 町/j 吋 | 三収/吋 | 宇津木 /吋

前l iea da ja :da Ii:: da Ii::da 

鯛 もea tJa : tli:: t li:: 

兄 弟 kjo:q，ea k jo:d3a :  kjQúldli:: kjo由dli: :

山 へ Ja m，ea JamJa :  jamli:: jamli:: IV 半 母 音 音 素
上 の例 に よ って 判 る よ う に， 各調沓地点、に おけ る [ea J， [ja:J， i )  /j/ 半母音音素 /j/ が あ ずかつて 構成す る モーラは 東京語

民:J は 東京認 の /ai/， /a'e/ に 対応 して い る . と同 線/Cju/， /Cjo/， /Cja/ で あ る ① /j/ に 当 た る 所に は東京語
(付 1 ) 樫立方言では 中 之 郷 育・壮 年局方 言に見 られ る /dja /， とほ ぼ同様な 半母音 [iJ が聞か れ る 前援す る 子音 に は 口蓋化
/tja / のモーラを 有しない. 中 之 郷青・'壮年!白方言 /dja /， /t ja / が認め ら れ る が， 慣行 に従い特にそれを表 記す る ことは しない.
は 樫立方言 /zja/: /cja / r..対応し て い る . 上 の表 の「鯛J í兄弟」 但 し /，ju/ の / 'j/ に 当 た るとこ ろ に は東京語の そ れ よ り も 摩擦 の
の例を 多照. 目立 っ た [j]一一例 え ばドイツ語"Jugend"(jú:gantJ (青春) の
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(付2) í八丈島の言 語 調 査J 129ぺ�130べには ， í共通 語 の

a iJ に対応す るものと し て deiko (大 根 )， dein en (来 年)， Jitei 
(額) などの例があ が っ て い る が ， 筆者の調 査ではとれ らには，

それぞれ[dli::k QJ，[dli::nIi:N]， [Jjt li::Jが現わ れ た. すなわ ち
東京 語 の [aiJ には三 根 方 言では民iJ (í八丈島の言 語 調 査」
の ei)ではなく民 :Jが対応し て いた . 個 人 差 ・ 年令差 などの
要因が 働い て い るや も 知れず再 調 査の折に確めたい.

以よ中之郷方言を中心 に 母音音素の 連続 の 裂 の 特 徴につ いて略

[jJ の ごとき一一ーが聞かれ る ことが多か っ た. これは 母 音音素の

項で述べ た /u/ の 音価 に よ る も のと考え ら れ る .

① 各 調 査 地 点 /Cje/ な るそーラを有す る 場合があ る が ， 後述.

ii ) /w/ [w] . 東京語の /w/ の 具 体音声とほ ぼ同様の 半母音.
半母 音音素 /w! が あ ず かつて 構成す る モーラ は /Cwa/ ( /C/ は

/' /1①) の 他， /C we! (/C/ は /'/) が あ る .
[wli:nda J j'weN da /  (上 )

[ka wea Jjkja J /ka weasikja /  ( かわ いらし い)
司、
司・



育 ・壮 年層 の /'wja/ に つ い て は既述
なお， 伊豆七島大島方言のごとき/w/> /b /の音韻変化 (例え

ば印axa': J /baha 'a/ (若い )， [ßataつ/bata'/ (綿)) や 同 じ七 応

の 一 つ神津島 方 言に 認 め られ る語頭 の /w/ の脱落現象(例えば

[ara : J  /，araa， (洗 う )， 臼ruúJ/'aru 'i/ (悪い )) は 八丈島 方 言に

は 認 め ら れな い

① 中 之 郷方言では多 くの話者のう ち， 64才の婦 人 には樫立方

言 と同じく /gwa/と 解釈す べき 発音 が聞かれ た

[ikQYúlONJ /'ikogwaN/ (行と う ) なお次の 【付税】 多照のこ
と .

【付説〕 纏立 方 言 / ' w e/[wfi:Nda] /，wenda/ (上) ， /，wja/ (既述 )• 
三根 方 言 J'we/[kawfi::JikjaJ /kawees ikja/ (かわ いらし い)， / ' wo/ 

(老 年腐の一部) [ W!;)idas U1J /，oidasu/ (追い出す) 一後述ー.字津

木 方 言 /， w e/[kawfi::tJikjaJ /kaweecikja/ ( かわ いらし い). な お，
穫立 方 言で は /gwa/， /kwa/と解釈さ るべ き 次の よ う な 発音が閥
均吋1 る .

[k U1Yúl口 N J /kugwaN/ (こ んな)

[U1Y白oN] /'ugwaN/ ( あ んな)

[ik !;)YúlON J /'ikogwaN/ (行こ う )
[kúlottQJ /kwaQto/ ( かっと ー急に怒 る 意の傑態 語ー)

〔白oJ は[iJ ， [u] ， [o J の 相会す る 点付近よ り奥舌母 音 [oJ に
移っ て い く 上 り二重母 音 で あ る [o uJ� [o oJ /oa/ と 異 な る 点

は [o uJ� [o oJ が並び二重母 音乃至 降 り二重母 音で あ る の に対 し ，

[úlOJ は 上 り二重母 音 で あ り ， 前者が 2モーラ で あ る の に 対 し 後

者 は 1モーラ であ る 点 で ある. こ れ ら の 点 を考え て 上 の 諸 例に見
Cコ

られ るn品目J，[k品目〕をそれぞれ/gwa/， /k wa/と解釈す るな 旧

ら ば ，[0] は /w/ の 影響 で [aJ に比ぺ調音点は後退す ると同時

に僅かの 円唇性を要求され ， 一 方 ， [úlJ は 半 母 音[wJと同 じよ
う にわ た り 音的 存在 で あ る が ， /a/ の 影響で [w J (精密表 記では

[ 品J) よ り も低 くなっ た も のと 考 え る ことがで き る. し か し 若 干

の 諸方 言に 残 る漢字 の 合働音と 称すべ き も の は ， 樫立 方 言のみな

ら ず 全調査地点各方 言に認 め ら れな かっ た

V 子 音 音 素

東京語と 比 べ 特に注意すべ き 点のみ述べ る
i )  /' / 喉頭 音音素で注意すべ き は /' 0/ ， /'e/ の場 合 で あ ろ う.

/， 0/ (/' ∞ の/ ，0/ の場合は後述) に 当 た る 所 に は， 語頭 では

[!;)J， 語頭以外で は 半 母 音[w J を伴なっ た[_W!;)J が聞かれ る の

が普通 で あ る.
[Qs Qdara J / ，osodara/ (喧だ) [awQkjaJ / 'a 'okja/ (青い)

[fiteaW!;)SU1] /s itea 'os u/ (甘え る )① [ikiWQJ J'iki 'o/ (息を )①
一 方 ， / ' ∞/ の / ，0/ に 当 た る 所 に は 半 母 音Eつを伴な っ た[wo J

が関 かれ る の が普通 であ る①・
[Wo :sama J / '∞sama/ (祖父) [sawo:] /sa ' ∞/ (竿を )

こ う し た [!;)J ， [W!;)] ， [Wo Jを同 じーっの モーラ /' 0/と解釈す る理

由 は次の 通 り で あ る . 半 母�[W o J は 短母音・[Q J の場合に は語頭 に

は 現 わ れず ， 常に語頭以外に 現 われ ， 位置 の点か らみて[つの 現 わ

れ る 場合と然 らざ る 場 合とは 互に 相補的 関係に あ る ことが判 る.
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[NJ で 終 わ る自立語+fをJ:[ h\1 NjQJ / hO N 'jO /  (本を)
② 話者の中 にはは[QSQJ の〔♀〕 は「おJ， [ wo:samaJの[WoJ

は「を」 であり， 両者の発音 が 違 うと 意識し て い る 場合が多か

った ( 老 年 層 を除く) .

【付・説】 三 根の一部老年層 方 言では僅かの語に|浪 り ， 語頭の [woJ

が 観 察 さ れ た そ れは次の 2 語で あ る(付 1)・
[WQidas山J (追い 出 す) [wQiharattç:J (追い払っ て )

cf. [ QitaraJ・( 置いた)

音 韻論的に [QJ と [W QJ と は 一- [W QJ が僅かの語に観察 さ れ る

に す きfな い と して も 一一音韻的対立 をな すがゆえに， そ れぞれ別
の音素に属す と しなければな らな い . 従っ て [W Qidas山J /，woida­
su/ ， [ wQiharattç:] /，woiharaQte/ ただし [QitaraJ/，oí tara/ 

こ う し た語頭 の[W oJ は 同 じ 伊豆七 島 で は 利 島 方 言に， ま た東

日本で は 木曽開 田村 方 言に認 め ら る こ の三 根一部老年層 方 言に

観察 さ れ る路頭 の [W QJは [W Q] > [QJ の変 化過程に おい て ， その

変 化 に 抗 し て 語実 的に僅かの語に残存して い る も の と 考 え ら れ

る . こ の点中之 郷 方 言の [W o:Jが む し ろ 新 し い変 化 と 推定 さ れ る

の と 異な る .

/，e / に 当 た る 所に は 半母音 [iJ_ [jJ を もっ て始 ま る [iç: ] _ [jç:J

(f'ee/ の 場 合 は [je:J) が 現 われ る

[ iç:tslflkjaJ /'ecukja/ (難し い )
[j e:Yo:J /，eeg∞/ ( 永郷 一地 名 ー)

[tslflkwiç:] /cuk u 'e/ (机)

【付説】 こ う した [i日 -[jOは 単に中之 郷 方 言のみな ら ず八丈

また， 半母音 [つは 語頭 といえど も 長母 音 [o:jの頭 に は 立つ.

こ の場 合 〔つ の有無は 長さ の点か ら み て 相補的関 係に あ る . 何

れ の 場 合 に も 半母音 [つ の 現 われ る 場 合 と 然 らざ る場合 と は 互

に あ る種 の 相補的関 係 に あ る こ と が判る . ま た [つ は 強 い摩擦

を 伴な う よ う な子音的性格 の 強 い も の で はな く， [1五〕 と で も表記

すべ きいわ ゆ る 半母音a的性格 を有し， 加 う る に 「体系 の均斉」の

点 か ら み て も ， !， WO / 一つ を認 め る こ と によ り /w叫軸 を設定す

る こ と は 好 ま しくない. 以上の点 か ら [♀ J， [..\1]， [" OJは 何れ も
周ーの モーラ /'0/ と 解釈す る.

① 但し これは改まった 時の発音であり， 日常会話 では一般に

[JjteajQswJ， [ikjo:Jのよ うな 姿を と る . 文 法的 事象に亘 る が ，
自立3吾に助 言司「をJ /'0 / が 接続す る時 ， 日常会話 では次のよ う

な 姿を と るのが 普通であ る . 中 之 郷方言を例に と る .
[山]で 終 る自立語+rをJ:[ka dzw:J /kazuu/ (数を)

[taNsw:J /taNSuu! (箪笥を)
[ Q J で 終 る自立語+rをJ :[tO :J /t∞J (戸を)

[ko:J /k∞/ ( 子 を)
[ a J で 終 る自立語+rをJ :[WtO BJ /，utoa/ ( 歌 を)

[kasoBJ /kaωa/ (傘を)
[o:J， [a:J， [山:J など長母音で 終 る自立語 + rをJ:

[gakko:jQJ /gaQk∞'jo/ (学校を)

[ d3iki:jQJ /zikii'jo/ (薩摩芋を)

[oaJ， [eaJ など二重母音で 終 る自立語+rを」・

[kO BjQJ /koa'jo/ (JIIを) [t eaj QJ /tea' jo/ (鯛を)
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島 各調 査 地 点(三根 ・ 宇 津木 方言では中之郷・i際立両方言 よ り も

顕著 に ， [jli]) ，及び /e/> /i/の音韻 変化 を持つ新島 方言 ・ 三宅bi;坪

田 方言 を 除く 他の 伊 豆七lゐ全域 に亙 っ て 聞かれ， 特に老年用方 言

に著 し いー な お， 三 根 ・字津木両 方言の 口日 は音 韻 論的 には

/'je/ と解釈すべ き で為 る. そ れは次の よう な 音 韻 的対立 を な す か

ら で あ る . 今三 根 方言を 例 に と れば，

、 [j臼(絵) [j�:ba J (刃) [j�:nli] (八重視ー港名ー)

[�:t臼(相手) [�:daJ (間)

従 っ て上 例はそ れぞれj'je/ (絵) ， j'jeeba l ( 刃) ， j' jeene/ ( 八重

板) ; j'eeteパ相手)， /，eeda/ (間)のよ う に 解釈すべ き で あ る(付1)

(付 1 ) 但し 各 調 査地 点とも [i日�[j�J>日〕の傾向 が見ら

れ ， 若 い 年代層 ほ どとの傾向 は顕 著であ る
ii) /g/ [gJ 但 し 母 音聞では 軟口蓋有声摩擦 音口]が現われ

る こ とが多 く ， この傾向はか な り 強い
[ggkiJ /goki/ (お椀) [garimamt;:J /garimame/ (蟹)

[dgVggJ /doNgO/ (馬鹿) [ja fa�g J j'jas jago/ (玄孫)

な お， 鼻音音"$i /v/ を欠 き ①， 東京語の /v/ には /g/が対応す る .
① 伊豆七島方言全休に亘り鼻 音背紫/v/ を 欠く ま た 伊豆七

島に隣接す る 伊豆半島西海岸地方一一一土肥 ・松崎 ・仁科大浜な

ど ー一一方言でも同様

iii) /z/ [dzJ�[d;:;J�[d3]. 東京語 と異 なる 点 は第一に母音問

で も 破擦 音が|部か れ る 点 に あ り ①， 第こ には /ze/の /z/ に 当 た る

所 には 口蓋化 さ れた [d2íJが観察さ れ る 点で あ る②・ な お /zi/の
/引 に 当 た る 所 には 東京語より も 口説化の 少 な い音が観察 さ れ る

が， /ze/の /z/ に 当 た る [d�Jよ り も 口蓋化が大 き い と 認 め ら れ

るので概略的 に 日3Jで表記す る こ と と し た. この こ とは/ci/の
/ c/， /si/の /s/ に 当 た る [t f]， [f ] に関 し て も 同様 で あ る .

[dzws 山J /zusu/ (留守) [m �d3a J /mezja/ ( 高慢な人)

[d zωd�eaJ /zuzea/ ( 自 在鎚)

[ wa ta ka d �1i] / '  wa t akaze / (南風)
① 後で述 べ るように八丈島方言で は 有声子 音の無声 子 音との

交 替 が激し い その 場合，/z/ は/s/とで はな</c/と交 替す る

のは /z/の破擦 音 的特徴によ るものであ る .
① 育・壮 年 層方言で はζの口 蓋化 は失 わ れて行〈 傾向にあ る

これ につ いては/s/の項で述べ る

【付説】 八丈島 方言全般 に ， 特に 宇津木方言 老 年層 方言では，

/zi/， /zu/の /z/ に 当 た る 所 には摩擦 的要素の 少 な い ， 破裂的要

素の 強い発音が聞かれ る(付 1)・

[t ・id'wJ /ci zu/ ( 指紋 ) [ç id 'ingkgJ /hizinoko/ (肘)

但 し い わ ゆ る 「 四つ 仮名」の 区別は発音の 上に遣っ て い な い .
(付 1 ) こうした破裂 的要素の強 い 発音 は， 伊豆七島方言の中

で は大島差木 地方言 ・利島方言 ・新島方言 ( 何 れも老 年層) に

かなり目立 って聞 かれ る 「八丈島の言語 調 J1tJ2 01べによ れ

ば青ケ島方言で は[d iJ， [duJの音節 が 現 わ れ るとあり， このよ

うに み る 時字津木方言 をはじめとす る 各謝査 地 点の破裂 的要素

の強 い 発音 は 伊豆七島方言の古 い相 を伝えてい ると考えてよか
ろう. そ して伊豆七島方言で は い わ ゆ る 「四つ仮名」 に 当たる

壬ーラ/zi/， /zu/， /di/， / du / は- EI. /d i/， /du/に統合 さ れ た後，

。a
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恐らく東京語など を 中 心と す る 内地方言 の 影響で /di/> /z i/ ， 

/du />/z u / の変化 を遂げてい る ものと 推定 さ れ る
iv) / c/ [ts]�[tも]�[ t f] . 各調査 地点と も /co/， / ca/のモー

ラ が 観察さ れ る . 例 えば ， 中之郷 方言で は ，
/co/ [b山ttsQq，e : rω]/bu Qcobee r u /  (驚く )

[ts� ttsoi! r w] /cuQcoa r u/ (触れ る )

/ ca/ [ts�ttsasw] /cuQcasu/ (突き刺す )

[fj ttsadz wmw] /siQcazumu/ (沈む)

【付説】 三 根 方言で は 以上の他， /ce/のモーラ が 次の よう な 語 に
観 察さ れ た .

[t告白 ta tf i]/ceitaci/ (朔日) [tも �ï]/cei/ (杖)

[QttsakinQwts� t!ìJ�ï] /'oQcakino'ucucei/ (一昨昨日)

/ cu/， / cげの た/ に 当 た る 所 に は ， / z u /， /zi/ の /Z/ と並行，し

て， 各調査 地点老 年 層 に ， 特 に 宇津木 老 年層に著し く， 摩擦音の

要 素の 少 な い 破裂的要 素の 強 い[tつ が 関 か れ る.
[t・� ttn /cuQte/ ( 連れて) [pj t'j km] /p ic ike te / (疲れて)

v) /s/ [s]�[も]�[f] 東京語 と 異な る点は前舌面を歯茎 に
ま 近づけ て作 る狭め が東京語 より も かなり 広いこと で あり ， ま たさ

緬
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ら に /se/の /s/ に 当 た る 所に は 口蓋化 子音[!ìJ] が現われ る点で

あ る .
[も�d3 i]/sezi/ (世辞) [p i:手mm�]/niise Nme / (と んび)

青 ・ 壮 年 方言で は 中 ・老 年 層 方言に 認 めら れ る /ze/， /se/の
/ z / ， /s/ (但し /zee/， /see / の /z /， /s/ の 場合 を除く )の口蓋化は

殆ど失 な わ れて い る が ， 1・2の体言や 活用語の語尾 など に 残 って

い る 場合 が 往往あ る .
日経nn (銭) [!ìJ�ba] ( � すれば) [ki手 ta r a]( 着 せた)

このよう な[d�n�白日は 同一個人の中 では 語集的に 固定し

て い る 場合が多 く， 日zn�[s�] と音 韻 的 に 対立 す るので， そ れ

ぞれ別の音 素に 属 す と みなけ ればなら な い . 従っ て青・壮 年 方言

で は い わば過渡的な 姿 として /je/制iを設定す る こ と が 必 要 とな
る . すな わ ち ，

[d寄E]/ z jeん[dZE]/ze/; [手]/sje/， [sn /se/ 
① 粗雑な発音 で は 時に /si/ と /hi/ との 混同を主主き起こ す こ

とがあ る これ は 主として /s l の 狭めの 広いという調 音 的 特徴

によるが ， 時には /hi/ の /h! の調 音 的特徴もあずかっている
場合がある すなわ ち 個 人 的には /hi! の /h/ に 当た る[ç]は，

東京 語の /hi/ の /h/ よりもや や前寄りであり ( gf � g)， ドイ

ツ 語ベノレリン方 言の "ic h "  [iç] ( 私は) などに みられ る [り

に かなり似てい る から で あ る ( 法政大学講師Rose Lesser 夫 人

の発音 に よ る ). こう した所 から一般に /si/ と /hi/ ( 時に /s j/

と /hj/ も ) とが語集的に 混同す る ととは認め られ る が ， /si/ と

/hi/ とが東京下町方 言のように音 韻 的対立を失なうようなこと
はないー

【付説】 宇津木 一部老人層方言 では ， 他の 調査 地点方言の /s/，
/sj/ が /cj/ で 対 応す る . 今， 三根 方言 と 比較すれば 次の 通り .

[a tf w] /'acju/ (明日) cf . [asw] / 'asu/ 
[a tf attn /，acjaQte/ (明 後日) cf . [asa m] / 'asaQte/ 

[tf Qkwnakkja] /c jokunaQk ja/ (知らない )
σ3 
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cf. [fçkwna kkja] /むo kuna Qkja/

か つ て有坂博士 に よ り ， サ行子育は古く1波擦背 で あ る と 推定 さ

れた こ とが為 り ( 付1)， 八丈島方言の/s/，/sj/ と対応 して いる 宇

津 木方言の/cj/ を簡単 に/s/�/sj/>/c.i/な る音鼠変化 と し て 処理

す る こ とは早計 で あ ろ う ー 寧ろ 宇津木古 老の方言にみ え る 破僚 音

は，日本語の極めて古 い相 を 伝 え て いる蓋然性がな い訳 ではな い.

八 丈 島本 島方言にみ え る[t fat fa kfi:rw] (焼ける) <主と し て老 年

層 方言) > [fa faHrw] <主 として育・壮年!�方言〉の現象(付2)は，

宇津 木方 言のみならず， 八丈島木 島 に おいて も ， いわ ゆ るサ行子

音が破際音 で あ っ た と L 、 う 仮説 を消極的ながら支持す る ま た ，

[ts山dzwm fi:] (径) な る語も語実的 に[ts]>[s] の音韻 変化 を免

れた ものか も 知 れな L 、 ( 付3) 。 さら に他の伊豆七 島 方言でサ行イ 音

便形が広く行 な わ れ て いる に拘 らず， 八丈島 方言 にはそ れが認 め

ら れな いのも ，イ也の島 では/si/の/s/が摩擦 音 で あ っ たがた め に
脱落し 易く， 他方， 八丈 島 方言では破僚 音の状態 を保っ たのでサ
行イ 音便現象 を免 れ た とし、 う 干寺声学的 要因が潜 ん で いはしな いだ

ろ う か

このよ う にみ る と 宇津木方言 (のみならず，八丈島方言全般に)

では， いわゆ るサ行・サー行・ タ行・ ダ行の音節は概略的 に古くは

次のよ う な音仰 を持っ て いた で あ ろ う 葦然性があ る(子音の口蓋
化はここで は一応問題外に置く)• 

サ行 [tsa t si tsu tse tso] /ca ci cu ce co/ 
ザ行 [dza dzi dzu dze  dzo] /za zi zu ze zo/ 
タ行 [ta t i  初 te to] /ta t i tu te tof 

ダ行 [da d i  du de do] Ida d i  du de dol 

従 っ て こ れらの音節の子 音は弁別的 特 徴 に よ り ，
1. f 無声音[t， ts]lt ，Cl

2
! me llow [t， d]/t， d l  

l 有 声音[d， dz] Id， z/ �. l strident [ts， dz] /c， z/ 

の対立 を 有 し て おり ， 破擦(tヲ音素 に対立す る摩擦 的音素 を欠 いて

いたのではな いか と 推定す る こ とがで き る. そ し て八丈島本 島方

言 では，[t i] ，[tu] の子 音が破擦 音化 を始めた時， サ行子 音 も 摩

擦 音化 を し たのに対し， 宇津木方言では[t i] ，[tu] の子 音の破

擦 音化が遅 れ， 未だ に 破裂的要素がかな り 強し、た め ， 一部老 年層

方言では， サ行子 音の摩擦 音化が食い止 めら れたのではな か ろ う
台、-

(付 1 ) 有坂秀世博士「上代音韻致」 中第三部「奈良 朝時代に
於けろ 国語の音額組織につ い て 」第三筋「頭 音論」

(付2 ) 一 般に[tfat f akfi: r w] を「舌切れ」の発音，[fa fa kfi: 

rw]を「舌切れ で な い 発音」と説明 す る 話者 が多かっ た.
(付3 ) 八丈島 方言[pitfiH r山] (疲れ る )が ， も し「ひしげ

る 」 に由来 す る なら ば ， この場合と同じ例 にはいる

vi) /r/ その具体音声は個人差が認 めら れ るが， 一般 に かな り

の側面的要素のあ る 発音が聞 か れ る ①・ し か し 日]のよ う な 背

舌的 調 宵A ではな く， 舌尖 と歯茎後部乃至硬口蓋前部 と で調 音 さ れ
る こ う し た注記の下 に/r/ の具体音 を[r] で表記す る . 一方

/r i/の/r/，/rju/' /rjo/ . /rj a/の/ri/ に 当 た る所 には全調査地点

硬口蓋の有声摩擦者[j] を 伴な う 〔ら] が聞かれ る こ とが多い，
(harJ i] Ihar i/ (針) [!ì，e:らjo:] I悶rjoo/ (推量)

苫



中 之郷方言のみ なら ず 各調査 地点、方言で ，/r/ は 原則 と して語頭

に は 立 たなし@ 東京語 の語頭 の /r/ に は 八丈島 方言の /d/乃至

/z/ が 対 応す る . こ の 傾向は 老年層 の 方言に著し い 今， 中之郷

方言に 例 を と る (Tは東京語， N は 中 之郷方言)
T / ro / .  N /do/ 日O :SQkUl] /doosoku/ (蝋燭)

[dQ kUlro :] /dokuroo/ (六男 )
[dakw] /daku/ (楽)

[dappa] /daQpa/ (ラγパ)

[cl，ean!i:N] /deaneN/ (来 年)

[cl，回Y!i:tSUl] /deagecu/ (来月)

[d ZUlJÜN] /zunin/ (流人)

[d ZUlSUl] /ZUSU/ (留守)
日3 iko :] /zikoo/ (利口)

[d3ikimUl] /zikimUl /  ( 力 む)
N /zjo/ [d3o :bUln !i:] /zjoobune/ (漁船)

[d3o:ho :] /zj ∞h ∞/ (両方)

/ r / の側面音 的 特徴が， 後で述べ る よ う に宇津木 方言の / r/

> / ，j/， / r / >  / '/， / r / >  / 0/ な る 音 韻変化 を 生 み 出 したと考え られ

る . な おこの側面音 的 特徴は樫立 ・ 中 之郷両 方言 よりも三 根 方

言 に より顕著と言 え る .

① 詳 し くいえば /NI に統< /r/も/0/ と交替する [j Ulndo :] 

/ 'j uNd∞/ (煙草入れ 一「印箆j よりー). ま たじn daNfQi ] /'iNda­

Nsjoi/ (好色者 )も「淫乱背負いJと考えればこの項にはい る .

【付説】 中 之郷方言でも僅 か に 認 めら れ る が ， 控 立・三 根両 方言

に より目立 ち ， 宇津木方言でそ の極 に 達 す るも の に /r/ が /'j/ ， 

/ '  / ， / 0/ と 交替す る 現象 が あ る が， こ れに つ いては 「八丈 島 の言

語調査 J 192 �194ぺ に 譲り こ こ に は 述べ な いー

【付説】 撚立方言では 個人的 に /d u/ の モー ラ が 次 の語 に観 察さ

れ る .
[d山 Yúl oN] /dugwaN/ ( どのよ う な)

こ の /du/ は 他 の人 に あ っては /zu/ と 交替す る .

[d ZUlY白oN] /zugwaN I 

なぜ こ の語 に 限り /du/ のモーラ を生 じ たか 恐ら くは 次 の よ

う な要因 が 働 いて い る と思 われ る . 中之郷方言・ 三根方言 で は ，

「 こん な J rそん な J rどん な 」 の調査語実 に は 次 の よう な 形が観

察さ れ る

T / ra/ . N /da/ 

N / de/ 

N /zu! 

T / re /  

T /ru/ 

冨

[kQ YaN] /kogaN/ 
[S♀YaN] /sogaN/ 
[dQ YaN] /dogaN/ 

方

[kQ Y♀N] /kogoN/ 
[SQ YQN] /sogoN/ 
[d ♀YQ N] /dogoN/ 

根中 之 郷 方 言
N /zi/ T / r i/ 

T /rjo/ 

ぱ3
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一 方， 樫立方言で は 「 こん な J rそん な 」 に 対しては [kUlYúl ON]，
b山 Yúl ON] が現われ る . 従 って [kQ YaN] • [SQ YaN] • [dQ YaN] = 

[kQ YQN] • [SQ YQN] : [dQ YQ N ]=[kUlYぬ口N] [SUlYúl口 N] : x な る 比

例式から の類推 に より [dUlYúlON] な る語 形が 生ま れたも の で あ

ろう . そし て 個人 に よ っては体系 の「あ き ま 」 に は い るべ き /du/

は ， そ れ を持つ 諮 の稀少 性 から /zu/ に統合さ れた が ， 他の 個

人 に あ って は 依然 と して /du/ の モーラ を 音韻体系 の 中 に 固守し

① 
事
余
樋
桐
Q
M仰
h円
咽
um
〈



ている. これには「誰J íど こJ íどれ」 などに見られる「不定称
に共通の目印/d/Jを /z/と交替 す る ことに より失 なうま いとす

る要因も働い て い るものと思われる

xiii) /z/， /c/， /s/， /d/， /t/， /n/の調 音にみられる背舌的 傾向

これらの子 音音 素に当た る所には ， 中之郷方言のみ なら ず， 各
調査地点とも 東京語に比べ背舌的(dorsal) 傾向のある発音の関か

a )  [pats�kw] /pacuku/ (枯れる)
[parS:r山] /pareru/ (隠れる)

[pe:rw] /peeru/ (濡れる)

[pitJikS:rw] /picikeruJ (疲れる)
[pikar山] /pikaru/ (光る)
[pwr山] /puru/ (降る・振る)①

れる ことが 多く， 従っ て調 音域は舌尖的(apical) な /げ などに比 b )  [pja:pja:mn /pjaapjaame/ (ひよどり)
ぺ前後の幅が広い. この傾向は他の伊豆七島方言にも多かれ少 な [pijgkgm日/pi'jokome/ (ひよこ )
かれ観察される ①ー こうした語頭の /p/は日本語の方言では琉球語を除い ては か な

① 但し 伊豆大島差木地老 年 層 方 言の ように /z ju/ と /zu/， り珍しい. これは上 例のような僅かの語にしか認められ ないが ，

/cju/と/c u/， /sju/と/su/， /nju/と/nu/ とが音韻的対立を これを原始日本語ハ行子 音 /p/が 語実的にそのまま残存して い る

失なう (例え ば同'WÇiN](頭巾〉と日Z田:](十)，[fj，山Yi](杉〉 と考えるのは早計である. 上 例中b)に属す語は擬声語を根幹と

と[fj，w:!出祝儀))ようなことはない す るもので諸方言に珍しいものでは d ぃ(例 /附P刊u叫くな

ix) /b/ [b] 但し母音問では 破裂の弱い[b]乃至出わたりに ずな)(東京語他)， /poQpo/ (泉) (愛知県 中島郡他 )). また a)のグ

摩擦 音を伴 なった [b円が聞かれる ノレーフ。に属す語につい て 言えば， これらの語は単に /p/で始ま る

【付説】 上のように 破裂音が 弱まり摩擦 音化す る傾向は宇津木方 形態のみで なく， /h/ で始ま る形態 ， さらに接頭辞のつL 、た形態

言に最も顕著 であり ， 概略的に言えば母 音聞では破裂 音を伴 なわ ①をも併せ有し，種種のニュアンスをもって 使い分けられ て し、る.

ず両唇の有声摩擦 音印]が現われるといっ て よ い(付1)・ 例えば ，

[he由ßS:ta] /haobeta/ (頬) [çitJikS:rw]， [gppitJikS:rw]， [pitJikS:rw] (疲れる)

[d'山ßç:ttE] fzubeQteJ (すべって) [hats�kw]， [gppats�kw]， [pats� kw] (枯れる)

(付1) í八丈島の言語 調 室J 19 6ぺ にもとの点に 触れている. さらに 接頭語のつ い た 形 態 ， 上 例 の白ppitJikEr山]， [gppa 

なおこの傾向は方言によって折折見られる ts�kw]では語頭の [g]は 時に無声化し， 時に [ミ]のように ，ま
x) /p/ /p/ で始ま る語が 観察される. 中之郷方言を 例にとれ た 時に 母 音は全 く脱落し て [ppitJiks:rw]，[ppats�kw] のよう

ば次の通り. にも一一務者の意識によれば「非常に軽く」一一発 音される. こ

民



の ような点 を 考える な らば[pjtfiHrwJ，[pats�kwJ はそれ 替が目立つ 日常会話では有声 子音(但し破裂音 乃至敬擦 音 )は
ぞれ ， 図式的に示せば， 時に半有声音 として発 音される こ と があ り①， この傾向はく有声

[!;lppj tf jkS:rwJ > [�pp，i tf jkS:rwJ > [PP! tf jH rwJ > [pj tf jkS:rwJ 子音 +[iJ又は [山J+無声 子昔〉なる 音 声 的環境にある 時殊に著
[9P pats�kwJ > [� ppats�k山J>[ppats�kwJ > [pats�kwJ しく， 粗雑な 観察で は 時に無声子音 と関き誤ってし まう 程であ

のような 過程を経て生まれ たこ とはほぼ明らかで あ ろう この 点 る そして語集的には完全に無声 子音 と 交替している 場合 が見ら

静岡県安倍郡井川村方言の語頭の[pJ ②と同様新しい変化による れる 今，中之郷方言を例にとれば次の通りである

もの と 考えて差支えなか ろう [mitfikakjaJ /m icikakja/ (短 い )
① [p山r山 ] (降 る ・ 振 る ) の例は言語学会第40回大会での口 [naMk!;ltfikiJ /nabekociki/ (なめ くじ)①

頭 発表の折， 柴田武先生より補足して戴 いたものであ る 白id3amats�kwJ /hizjamacuku /  (ひざま づく)

① 八丈島方言では動詞は， 一部の状態動詞 を除きすべて唆頭 [ats�k�rwJ /，acukeru/ (預 る )

語を取り得る [inapjkariJ /，inapikari/ (稲光)

① 岩井三郎氏「静岡県井川村 方言の考察J ( ， 方言研究」第4 [manap�taJ /manaputa/ (除)

絹)はじめ ， この問題 を扱 っ た論文は多 い. 最近では寺田泰i改 [sapp�kiJ /saQpuki/ (三匹)

氏「大井川流域方言の概観J (í国語 研究」第 6号jがあ る 。 な ① 例 えば [a �irwJ (浴びる )，[t�tsw�att�J (手伝 っ て )など .

お金田一春彦氏は「日本方言学J 132ペ で 井川村方言の語頭の ① 「鍋乞食」の意. これは恐らく古くから文献に見え る 「なめ

/ p / をオッパシル ， オッパジメノレのような形への 類 推かも 知れ くちJ íなめ くちりJ íなめ くち ら」など に民俗語源的解釈 を加

ないという立 場 を取り， 更に続 げて八丈島方言にもこのような えた結果生じたものだろう.
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傾向 があ っ た らし いと述べてお ら れ る 筆者は上述のように，

類 推というのではなく， 接頭語のつ いた形態より接頭語の部分

が脱落 したのであり， 井川村方 言の 場合も同様な成立過程をと

っ たと考え る . 但し八丈島方言の / p/ で 始ま る 語は井川村方言

のそれ程多 くない

xi) 有声 子音音 素と 無声 子音音 素 と の 交替 中之郷方言のみ

な らず， 各調査地点 方言で有声 子音音 素と無声 子音音 素と の 交

VI モ ー ラ 音 素

東京語と著し く異なる ことは，僅かの例外 を除き， /N /は有声 子
音音 素 /g， z， d， b/の 前に立ち得ず /Qf が替って立つこ とであ

る

/gfに先立つ場合-
[ta999J ftaQgo / (双生児 )

r、
LD 



[bwggid3im日 /buQgizime/ ( 子供の卑 称 )

/z / に 先立つ場合 :
[ga dd3 0 :] / gaQ z j ∞/ ( 岩 乗 ) [a d dz a] /aQza/ (癒)

[φ田dd3ibar山] /huQzibaru/ ( ふ ん 縛 る)

/ d/ に 先立つ場合
日addt;;] /' jaQde/ ( 病 んで ) [tgdd日 /toQde/ ( 研 いで )

[addt;;] /'aQde! ( 何で )

/b/ に先立つ場合 。

[fibbt;;ta] /siQbeta/ ( 尻 ) [jgbbari] l' jgQbari/ (小便)

[çibbi] /hiQbi/ (毎日 )

して い るとは思うが.

【付説】 こ の よ う に /Q/ が /NI に 替 っ て 有声子音音素 /g， z ，  

d ， b/ に 先立つ現象(付 1 ) は ， 根立方言に も 同程度に認め ら れ る .

三根 ・ 宇津木両方言で も 中之郷 ・ 開立方言ほ ど では な い が， こ の
現象は か な り 顕著であ る . た だ後者 と 異な る 点は， 若 い 年代層で

/Q/>/NI の現象が相当 活発に認め ら れ る こ と で あ る 三根方言
(育 ・ 壮年層) を例に と れば，

[taDgg] /taN go/ ( 双 生 児 ) [gand3gúl] / gaNzjo u/ ( 岩 乗 )

の よ う に

( 付 1 ) との 現象は， 伊豆七島 方 言では 利島方 言に僅かに認め

上 の 例か ら 'I'./j ;る よ う に ， /Q/ は 有声子音音素 / g， z ，  d， b/ の 前 られ る . また ，近 い 所.では 山 梨 県奈良 悶部落方 言 ， 静岡県井川 村
に 立 ち ， ま た 幾 つ か の 例 で東京語の /N/ は こ の 方言 の /Q/ と 対 方 言 ，長野 県 開田村方言など に活発に認められ る また ，長野 県

応 し て い る し か し ， /NI が こ れ ら の 有声子音音素 の 前 に 立 ち 得 栄 村 一 帯一一一 特に秋 山部務一ーの方 言で もこ れと似た 現象が 観
な い の で は な く ， 私の観察 し え た語は僅かに次の 4 語に 止 ま る が， 察 され る が ， /Q/ t'C続〈 有声 子 音 音 素 は 無 声 子 音 音 素と交 替 1 る
次の よ う な 語 で は 立 ち 得 る (例 [sa 'tS úl]  /sa 'Qcjo/ < 三 升> ， [bi'ppúl] jbi寸Qpo/ <貧乏> ) 

[taDgg] /taN gol (絹 織 物)① [kand3o:] /kaNzjoo/ (便 所 ) さ て前 に あ げた 「岩乗J 1""ふ ん 縛 る J 1""病ん でJ . . . . . の 例か ら ，
[çid3akambwra] /hizjakaNbura/ ( 膝 ) 東京語の く /NI + 有芦子音音素 /耳， z ，  d ， b/> な る 構造は， 八丈
[tswmbo:] /cuNboo/ (聾) 烏 方言 ( 特に 中 之 郷 ・ 樫立両 方 言で ) く /Q/+有声子音音素 / g，

こ れ ら の語 で は /NI は /Q/ と 交省す る こ と は な い② z， d ， b/> な る 構造 と 対応 し て い る こ と が判 る が， こ う し た現象が
① 丹 後の国 よ り 絹 織 物 が渡来 した ことよ り この 名 が あ る . さ き に あ げた よ う な何れ も 名高い辺廠の地に 行 な わ れ て い る こ と

[taggg] とな らぬのは [taggg] ( 双 生 児 ) との同 音 衝 突 を回 避 は 興味深い こ と と 言わねばな ら ぬ. そ し て こ の こ と に最 も 素朴な
した ものであ ろうか. 言語地理学考察を 加 え る な ら ば， 東京語な ど に お け る く/NI+ 有

① 筆 者 には 現 在の所 ， ど んな場合 t'C /NI が ， またいかなる 場 声子音音素 / g， z ，  d ， b/> な る 構造は古 く は く!Q/ + 有芦子音

合に /Q/ が立つかは っき り説 明でき ない â:吾 象 的な問題が 介 在 音素 ! f5， z ，  d ， b/> な る 構造 を 有 し て い た こ と が想像 さ れ る .

沼



え て い る 半面 ， 孤立的環境 も 手伝 っ て新 し い 音韻変化 を生 じ て い
る 一面 も 観察 さ れ る 何れにせ よ ， 八丈島方言音韻は黒潮を境に

他の伊豆七 応 方言の そ れ と の問に賃IJ然 と し た 大 き な一線 を 引 く こ

と は で き ず， 相 共 に fji え て伊豆七島方言 と し て金田一春彦氏の言

われ る 表 1 1 本式音韻に 属 し て い る .

ま た ， そ の よ う に 考 え る と ， 東 日 本 で は ， 犠音便の形式 /，joNde/
f 読 んで )， /toNde/ ( 飛 ん で) な ど は ， 古 く は /'joode/， /toOde/ の

形 を と っ て い た も の と 推定 さ れ ， 恐 ら く は /0/ に接続 す る /d/ の

有声 子 tí. tÍ"�の;影響 で /0/> /N/ の 育制変化の結果生 ま れ た も の
で は な L 、 か と 考 え ら れ る .

0> 
ば干

木 報 告は 1 959 年 6月 日 本 言語学会第40回研究 発表会にお げ る

口 頭発表「八丈島 方言の音 韻一一中 之 郷 方言音 韻 を 中 心 に一一一」
の草 稿に加 筆 し たものであ る な お 調 査 項 目の作 製， 資 料の整 狸 ，
;本 報 告の執 筆 に 当た っ ては国立国語研究所「八 丈島の言語 調 査」

に負う所 が極めて大きい . また指導教 授 平 山 輝 男 先 生には 終 始 御

熱 心 な 御 教 導 を賜 わ り ， 国語研究 所 柴田武先 生には言語 学 会 発表

の席上 ， その他の機 会 に御 教 示 をい た だ い た 記 し て 厚 〈 御 礼 申

し 上 げ る .

滞島 旬日 余 ， 数多 くの方に 話 者 と し て 協 力 し て いた だ き ， ま た

帰 京 後も 数 名の島 出 身者 に 種 種 不 明の点 な ど お 教え願 っ た. その

主 な 方の御 芳 名 を記 し 御 礼 申 し上 げ る (順 序 不同)

( 中 之 郷) 佐 々 木 謹 吾氏， 小 坂 本右 太 夫氏， 大沢三 之 助氏， 菊 地

敏 雄氏 ， 菊 地 円 仙氏， 菊 地 顕 寿氏， 菊 地 慎 一郎氏， 菊 地かつ氏

(樫立)笹 本 兼 作氏， 佐 藤 光 利氏田 ( 三 根 ) 小 宮 山 実 市氏， 小 宮
山泰吉氏 ， 天 国 ト メ ノ氏， 1 1 1 本 ての氏， 菊 地文人氏 ， 奥 山 ほ き 子

氏 ， 石井朝 子氏 ， 高 崎 光 子氏， 金川悦郎氏， 金川は な氏 (字津
木 ) 菊 地 ふ くの氏， 菊 地え き 氏， 菊 地 忠 義氏， 菊地あ せ み氏， 菊

地 重量 治氏， 菊 地 臣 子氏

一東京 都立大学大学院学生一

び

以 上 中之郷方言 の 音韻 を 中 心 に ， 調査に 当 た っ た樫立 ・ 三根 ・

宇津木各方言音韻 に も 触れ つ つ そ の 特徴 と す る 所 を 記述、 し て き

た 各 方言 と も 特徴あ る 音韻の相を 示すが， 八丈島本島で は ， い

わ ゆ る 「坂 と」 と 称、せ ら れ る 中之郷 . �立の 方言 は 互に 密接 な 関

係 を 有 し ， い わ ゆ る 「坂下J の 三線の方言 と 対立 し て い る こ の
対立は 島 に お け る 主 と し て 地理的状況に由来す る 社会的 ・ 経済的
・ 文化的状況の 対立 と 一致す る . ま た， 八 丈 島 本 島 と 海を 距 て た

小 島 の 寒村宇津木 の 方言は 特異な音韻の 相 を 示す が ， 一方， J設 も

交通の行 な われ る 三根 の 方言 と あ る 共通性を 有 し ， かつ若 い年代
の 方言 は三根に近っ・ き つ つ あ る . さ て 各 方言は そ れ ぞれ微妙に異
な る 特徴 あ る 音韻の相を示すが， 八 丈島方言音韻 と し て の 纏 ま り

を填す も の で は な く ， 全体 と し て 八丈島方言音韻の特徴あ る 姿を
浮彫 り にす る

一方， 八丈島 方言音韻 を他の伊豆七 島 方言 の そ れ と 比較 し た場

合， 若干の 互 に相違 し た様相 を 示 し は す る が， 他方それに 毛 ま し
て 互に似通 う 面 を か な り 見せ る そ し て古 さ 新 し き の点 か ら 言 え

ば ， 利 烏 方言な ど と と も に伊豆 七 島 方言音績の比較的古い 姿を伝

結VII 
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